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グローパル化時代の図書館と歴史資料の保存・活用

1 ，まじめに

平成26年度の「新呼び水プロジェクトJの目的

は山口大学の保有している貴重な歴史資料を世界

に広げて，国際的な相互利用連携ネットワークの

構築のためである。初年度の国際カンファレンス

の開鑑による得られた成果は どのように今後の

山口大学の発展，保存している資料の保存と活

用，そして次世代の資産となるように活かしてい

くべきか，まさに山口大学の200周年記念を迎え

ての重要な検討課題の一つで、あると考える。

アジア諸国や米冨の著名な大学の東亜図書館や

研究機関から招蒋した専門家や研究者による「国

際カンファレンスの講演内容で示されたよう

に，各国の図書館や研究所の歴史資料の保存・利

用は世界的な規模で推進されている。歴史資料の

永久的な保存とその相互利用の拡大，連携ネット

ワークの構築などはグローパル化と現代技術に

よってますます推進されるようになった。

「新呼び水プロジェクトJの目的達成のため，

中国・自家歴史博物館や国家図書館，近代竪史研

究所なと¥および米国の著名な大学の一つである

スタンフォード大学 (StanfordUniversity)図書

館の訪問，見学，専門家や研究者との交流を通し

て，各国の図書館のグローバル化が急進されてい

る現状を垣根に見ることができた。また山口大学

の保存している資料は世界的に関心が示され，そ

の国際的な相互利用の拡大も今後に期待されてい

る。

山口大，、子経済学部教授李 海 峰

LI， Hai Feng 

五 歴史資料の保存・活用について

1 中国の近代歴史研究所などの訪問・交流

訪問先と訪問目的

中国近代歴史研究所，中国・国家歴史博物館，国

家図書館

l 新呼び水プロジェクトによる「国際カンフア

レンス開催」のため，講演者の招聴など

2 山口大学の歴史資料遺産のデ、ジタル保存や研

究活用の拡大，国際連携相互利用ネットワー

クの構築など

訪問成果

中国におけるアジアの近代歴史資料の収集や研

究，活用などにおいて， どのように国際連携相互

利用ネットワークの構築を推進しているのか，中

国・国家持物館をはじめ，中間近代歴史研究所，

中国・国家図書館，それに北京大学歴史学部など

のトップ指導者や専門家などと直接に交流でき，

デジタル化や積極的に海外から歴史資料の収集な

どの状況を見学できた。

そして，中国近代史研究の専門家で知られてい

る王建朗所長を招轄し 講演していただいた(講

演会の内容参照注))。研究者や専門家の訪問，交

流を通して，山口大学の保有している歴史資料の

国際的な宣伝効果があり，その保存や活用の課

題は世界的に関心が示されていることがわかっ

た。この意味で今年度の新呼び、水プロジェクトに

よる「国際カンファレンスJの開催などの一連の

訪問交流は山口大学の国際化の推進に大きな貢献

となったことを言える。そして，今後も引き続き

「国際連携相互利用ネットワーク」の構築に向け
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て，中国の研究者や専門家たちから強い期待が寄

せられているご

訪問先機関を選定した理由(本プ口ジェクトとの

関係において)

'11国の高度経済成長に伴って，各分野における

歴史資料の収集や研究などは盛んになってきた。

この中でアジア関連資料の保存状況や収集などの

「国際連携相互利用ネットワークの構築」などが

積械的に急速に推進されている。貴重な歴史資料

を保有している山口大学はこれらのアジア国の高

水準の研究機関との交流を目指すべきだと考え，

選定した。

訪問先機関の特徴(本プロイジェクトとの関係に

おいて，所蔵資料，デジタル化，デジタル資料国

際相互利用の実情)

中国・同家博物館をはじめ，中国近代歴史研究

所，中国・国家図書館などのトップ指導者や専門

家などとの直接交流を通して，中国における歴史

資料の収集は国i札国外において積極的に行われ

ていて，そして先進技術による保存の環境やデジ

タル化なととの保存方法，相互連携のネットワーク

の構築による閲覧，利用の拡大が推進されてい

る。

訪問先機関と山口大学との連携実績ないし将来的

連携可能性(本プロジェクトとの関係において，

デジタル資料国際相互利用への道のり，等々)

中国・国家博物館はじめ，'-11 [fJ近代歴史研究所，

中国-国家図書館などのトップ指導許や専門家か

らは，山1J大学の保有している貴重な資料に大き

な関心が寄せられて 資料保存のデジタル化や国

捺連携による利出の拡大など全面的に協力するこ

とを約束されている。このように山LI大学は貴重

な歴史資料が保有されていることは，中国の図書

館や研究機関などで知られるようになり，活用共

有の拡大継続によって， r1J口大芋の同際的な知名

度も向上されることは期待できると考える。

訪問先機関と連携交渉の経緯(本プロジェクト

との関係において，どのような交渉を進めたか，

等々)

かつて筆者が中国-対外経済貿易大学で教鞭を

とった時代から.よく歴史博物館や国家図書館，

北京大学の図書館などで研究教育資料の収集など

で利用していたc 今年震の新呼び水プロジェクト

のH的達成のため，かつての同僚やリーダになっ

た教え fーなど後輩たちのご協力のもと， これらの

関連凶書;館や研究専門機関と連絡でき，訪問交流

できた。そして，山I1大学は貴重な歴史資料を保

有していることを宣伝したところ，大きな関心が

寄せられ，関係者の高水準の講演や提言，交流な

どを通して，山口大学は貴重な歴史資料の保存は

な課題となっていることや，そして次

世代にたいして大きな責任が背負っていることだ

と再認識し積極的に本プ口ジェクトの実施にむ

けて努力して，交流を進めてきたのである。

提案

今年度の交流や成果など実績を活かして，山口

大学の貴重な歴史資料の相五連携の構築実現，デ

ジタル化の推進，実施の協力関係を発展していく

ことは世界的に期待されていることであり，本

「新呼び水プロジェクト」の継続を提案する c

2 米国・スタンフォード大学図書館訪問・交流

訪問目的

1 新呼び水プロジェクトによる「国際カンファ

レンス開催」のため，講演者の招鴨など

2 出f_J大学の歴史資料遺産のデジタル保存や研

究活用の拡大， [五l際連携相互利用ネットワー

クの構築など

訪問成果

スタンフォード大学の EastAsia Libraryや
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Hoover Institutionから高水準の講演者二人を招

特し講演していただいた(講演会の内容参照)。

同大学の研究者や専門家の訪問，交流を通して，

山口大学の保有している歴史資料の国際的な宣伝

効呆があり，その保存や活用の課題は世界的に関

心が示されていることがわかった。そこで，今年

度の新呼び水プロジェクトによる「国際カンフア

レンスjの開催は間際的に大きな貢献となったと

言える。そして，今後も引き続き「国際連携相互

利用ネットワークJの構築に向けて，研究者や専

門家たちから強い期待が寄せられている。

訪問先機関を選定した理由(本プロジェクトとの

関係において)

アジア関連の資料保存が最も豊富で，世界的に

最も多く利用されているのは，世界的に著名な

Stanford Universityや HooverInstitution， East 

Asia Library等である c 山口大学はこのような高

ぶ準の研究機関との交流を自指すべきだと考え，

選定した。

訪問先機関の特徴(本プ口イジェクトとの関係に

おいて，所蔵資料，デジタル化，デジタル資料国

際相互利用の実情)

スタンフォード大学は24の図書館がある。その

中で、Hoover研究所の持つアーカイブ資料館や東

アジア図書館は，歴史資料が最も豊富で，保存の

デ、ジタル化が最も進んでいることは知られてい

る。そして世界各国からの研究者たちに活用され

ている。

訪問先機関と山口大学との連携実績ないし将来的

連携可能性(本プロジェクトとの関係において，

デジタル資料国際相互利用への道のり，等々)

今年度の新呼び水プロジェクトによる国i努力ン

ブアレンスの開催成果で示されたように，スタン

フォード大学からの講演者の山口大学との交流や

保有している資料の見学を通して，今後のデジタ

ル化の推進，技術の提供や相互活用連携などを全

面的に協)Jすることを約束されている。このよう

に山口大学は貴重な歴史資料が保有されているこ

とは，スタンフォード大学で知られるようにな

り，今後引き続き協力，資料の活用共有の拡大を

通して， IIJ口大学の国際的な知名度も向上される

ことは期待できると考える c

訪問先機関と連携交渉の経緯(本プ2ジェクト

との関係において，どのような交渉を進めたか，

等々)

かつて筆者がスタンフォード大学で客員研究員

として在籍していたころから，研究資料の検索

や活用などの経験を通して 東アジア図書館や

Hoover研究所の資料の保存とその活用は世界的

にいかに先進であるか知っていたので，関係若や

専門家を訪問することができた。そこで，山口大

な竪史資料を保有していることを宣伝し

たところ，大きな関心が寄せられたのである。そ

して，関係者の高水準の講演や提言，交流などを

通して，山口大学は貴重な竪史資料の保存はいか

に重要な課題となっていることや，そして次世代

にたいして大きな責任が背負っていることだと再

認識し積極的にプロジェクトの実施にむけて努

力して，交流を進めてきたのである。

提案

今年度の交流や成果など実績を活かして，世界

的に期待されていること(スタンフォード大学の

関係者からのプロジェクトの責任者占JlI先生への

引き続き山口大学の貴重な歴史資料の相互

連携の構築，デジタルイヒの推進，実施の協力関採

を発展していくことを期待している。)に応、える

ように，プロジェクトの継続を提案する。
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E 講演会:歴史資料の収集・相互利用と

デジタル化による保存の課題

中国社会科学院近代麗史研究所所長王建朗先

生の講演 :Data Collection of a Modern History 

Research Institute， and Joint Use 

(講演要行は 8Jlli'fffljj先生編戸ド成26年度山r1 大

学「呼び水プロジェクト」報を参!日{) 

米国・スタンフォード大学 Hoover研究所著名

研究員， Kuoτaトchun教授のご講演:Revisiting 

the 2nd Sino・、JapaneseWar: A Cross-cultural 

Research Project 

ザ丸亀'.:;，

__  

ζ匂ヌ・・
(講演要旨は [1011i賢明先生制了、ド成26年度，IJLI)(

，}: 111芋び水プロジ L クト」宇II;I;-fF を参!日¥)

米国・スタンフォード大学 East Asian Library 8 

本資料総責任者 ReganMu巾hyKaoのご講演:The 

Power of Partnerships in International Archives 

(講演安行は Iri-Jlli笠印j先生編 f、i勺J文26年度，1JLJ大

学 111ヂびぶプロジェクト」報斤者Jを参照)

U 中国におけるデジタル化とその歴史資

料の収集と関覧の拡大

1 近代歴史資料の公開

中国・国家屋史博物館

博物館MiJ館長 F.振春さんも LiJLI 大学の保11し

ている近代暦史資料に興味をボされたのである。

中菌・国家誇物館

2 中国・医家図書館の歴史資料の校集や活用と

デジタル化

q1lEj . I斗家['61)j:自立は北京 rfjrt1関村にあり，総

i主i積は7.24ヘクタールであるコ同家問書館は総館

市自立，総長n北館と I!j書館に分けられている。蔵
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書は3，119万冊があり， ~1‘書は200万余り冊があ

る 2008年には国家図書館は建築面積を28万平万

メートル増築し，アジア諸国のrflでも規模の一番

大きい図書館に発展させ 世界で第三位となっ

た。 1989年にコンピューターシステムを導入しは

じめ，凶書館のデジタル化をめざしてきた 1995

年からデジタル化建設の計画を実施し，ソフト

ウェアの開発，データ収集A などの現代化が遂げら

れたっ国家図書館は蔵書機関として， 3000年前に

遡って，甲骨文も保蔵されている。 2012年までに

寸l[lq・国家図書館の蔵書は3，199万冊に達し，こ

のqlで，民主な古書は200万冊も超えたと紹介さ

れてしユる。

111国 .[五l家図書館はデジタル化が急速に推進さ

れている() (写真参照)

国家図書館の文献検索ホール

図書館に設置されたテジタル新聞のコーナー

デジタJレ化の国書舘

国内外から収集してきた歴史資料倉庫(閲覧室)

案内してくれた国家図書館の
若手図書管理専門家雷亮さんたち
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中国国内だけではなく，海外に保有している歴

史資料の収録も重視されている口実際に重要な資

料は海外で収集・発見され，近代歴史の再確認の

研究に貢献されていることなど，若手の図書専門

家が紹介してくれた c

3 米闇・ Stanford大学の図書館

Green Library 

米国・スタンフォード大学は著名の如く凶書館

の建築も!哉書，研究資料の保有量もほ界的に誇

る。 24の図書館も巨大なキャンパスに点在し，だ

れでも 1Dを登録すれば，自由に中に入って，閲

覧も貸し出すこともできる。 1世界各IE]から多くの

人々が見学や検索，閲覧に訪れている c

Green図書館

10山川

。igitalScholarship 
Hldi草3拍 ζo'.'ery:らむ叉tpro，守口Sボ

草j晶ζ だぞ

時 3ぇfre口てnR"，へも

。'色合，c-I'Vdl:O').)nd d('(eSS 

ζ き田守口1問

訪日弘明わぞd;JC，HOJ柏村

情的叶草寺ち

ぺぞ!-<.qIf記、、 w ちみじかも

み，¥'afd('(1H湾 i勺門Ov肝心

む怜内てひ巾占門dardSJUO三ち

引引州luf'{υbldれぞら

- ζ 佼?れぞtib!，Jrεち ζぞ号dOf
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東童図書館(正astAsia Library) 

東亜国書館はlathrop図書館の中， 三階オープ

ンの書庫がある口書庫の中に多くのコレクション

が揃っている。[ヌl書館内部はミーテイングルーム

や研究室， 自習主および明るい閲覧室などが設け

である。また，大きな展示館はコンピュータの

macとwindowsシステムカ汗寸いている。

東亜図書館はスタンフォードのコミュニティー

全員向けに開放されているが，実際，スタン

フォード大学，ブーパー研究所，カリーフォニア

大学，カリーフォニア州立大学の教員や学生など

研究者向けに貸出しているだけではなく，登録で

きる苦界の訪問学者は誰でも手IJ用-告出すること

もできるようになっている c

スタンフォード大学のIDを持っている方は図

書館内部のシステムを利用して丈i猷の閲覧・収

集ができる(貸出の条件を詳しく知りたい方は

EAL貸出処の専門スタップがし五つでも対応でき

るようになっている。なお，スタンフォード大学

のホームページもな録したら検索することもでき

る)乙

The Stanford East Asia Library 

蔵書

図書館の蔵書はできた当時の5千冊から現在の

80万冊に増加された。現在 図書館は毎日2万冊

の報告書と3千種類の主題季刊が収集されている。

図書館は中国語，日本語 韓国語の書籍がたくさ

ん陳列され，人類学や社会学の領域において，北

アメリカでは前十位の蔵書の多い凶書館となって

いる 3 この中で， 1I-1国の蔵書館は約400万冊があ

り， 3万のフィルムと電子図書がある。このほか，

l万3千種類以上の主題季刊もある。図書館のql

で，中国の歴史資料も保存されている。そして近

年国民党の竪史資料舘は台湾から移動され，展示

されるようになった。

東亜図書館 (EastAsia Library) 

交流会談:スタンフォード、大学東車図書館Yang会長
(左)，デジタル技術者スティブ先生(右)， 8本罰書館
主任Regan博士(右2) と筆者・李(中央)
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日本の蔵書館は22万7千冊の本が保存されてい

る。司本の蔵書部分は18.000種類の季刊もある口

東亜図書館は日本戦後の資料もたくさん収集さ

れ，白書，季刊，新開なと¥経済発展および個人

の自記などもある。

韓国の蔵書館は2005年9月に設立され，韓国社

会科学と人類学資料の収集にも力を入れている口

2013年8月まで，館内は5万5千冊の本と300撞類の

季刊が揃えている。

電子資源

EALは過去の数ト年に電子化が進められてき

た。たとえば，中国語文献，漢文書の資科書庫や

デジタル図書館，中国の学術期刊など電子データ

ベースでアクセスできる。韓国語は主にKPpiaの

電子本. DBpiaとKISSの電子季刊，それに北朝鮮

の季刊誌からの記事もある。日本語の資料も電子

データベースで検索できる。

Hoover研究所園書館とアーカイブ

GむIDETO THE HOOVER INSTITUTlO持

LIBRARY AND ARCHIVES 

世界各国の資料の保有は最も揃っていることが

知られているアーカイプ図書館は，東アジア資

料，特に第二次世界大戦に関してのアーカイブ資

料の収録や公開によって，世界各国から多くの研

究者が閲覧のため訪れている。

V グローバル化と図書館の進化

1990年代初頭に日本・北海道大学中央図書館で

資料検索専用の大型コンピュータで探したい研究

資料のリストを入力しますと その所在がほとん

とと分かった。中国から H本留学に来ていた筆者の

私は初めてIT技術の進歩によってもたらした図

書館の先進化に感心していた。この初めての神秘

的な経験は当時NKHの留学体験に関する取材に

対し「北海道大学での留学生活では一書印象的で

感心したことであるJ と語っていた。というの

は. 1980年代後半に中国で日本への官学試験に合

格した際， 日本の大学に関する紹介資料や研究文

献を調べるのに，北京大学の図書館だけではなく

中国・国家図書館もカード式の検索方法でさがし

ていたことが思い出され. I稿世」の感がしたり

その後，情報技術の革新に伴い，図書館もグロー

パル化が急速になった。 中国は1990年代半ばごろ

から高度経済成長が世界的に注目されるようにな

り，図書館の国際化も推進され，国際交流がます

ます盛んになり. 2010年11月に中国・国家図書館

はデジタル図書館もスタートした。このように図

書館は現代的な図書館の建築だ，けではなく，図書

館の資料収録，関覧，相互利用ネットワークの構

築も進んで.更なるグローパル化と図書館進化が

遂げられている。

21世紀はじめ2005年に初めて米国・スタン

フォード大学を訪れたとき，最も感心したのは，

「伝統」と「現代」の融合による図書館の合理的

なシステムである。これはまさに図書館の進化で



グローバル化時代の問書館と歴史資料の保存・活用 (129) 53-

あると言えよう。様々な読者のニーズに応え，ほ

界各国の誰でもIDを入力すれば入館し閲覧や

収集などできるようになっていた。

山口大学はアジア，特に東アジアの近代経済産

業に関する膨大な歴史資料遺産を保有しており，

世界の図書館や大学などの研究機関と緊密な協力

関係を構築することができれば，東アジア経済産

業史のデジタル資料の国緊連携相互手IJ用ネット

ワークを通して，グローバル化急進の今日，世界

の歴史資料による学術研究に更に貢献できること

を確信する。

注)古川澄明編『平成26年度山口大学「呼び、7.Kフ。ロジェク

トJI報告書. 2015年。


